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Ｂグループ 「みんなが安心して遊べる公園」

　今年で11回目をむかえた子どもフォーラムが市内の小
学校６年生21人の参加により、８月26日、桶川市保健セ
ンターで開催されました。
　子どもフォーラムは、桶川市の将来を担う子どもたちが、
自分たちの住んでいるまちについて、自らの視点で提言
を行い、市政に反映させるとともに、次代を担う子ども
たちの地方自治への関心が高まることをねらいとして開
催しています。
　当日は分野別に４グループを構成し、各自の考えた問
題点や対策を発表しました。グループとしてまとめ、市
長へ提言された意見を紹介します。
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「活気あふれにぎわいのある街」

「みんなが笑顔で住みやすい街」

「自然環境とマナーを守ろう」 今の問題

・若者をふやしたい
・名所がわかりづらい
・PR不足
・楽しい場所が少ない
・商店街の元気がない
・地域の人の集う場所が少ない

将 来 像 ・もっとPRするべき
・人々の集う場所をつくる

対　　策

・市ホームページにオケちゃんのページを作る
・オケちゃんの特ちょうを考える
・オケちゃんの声で名所を説明する案内機「マップ
ン」を設置する

・ショッピングモール内に公園を作る
・人気の本がたくさんある図書館を作る
・スポーツや食事もできる宿泊施設を作る

問 題 点

・図書館が少ない、閉館時間が５時⇨放課後利用で
きない

・お年寄りに不便⇨バス便が少なく、バス停にベン
チがない、自転車置き場が２段式、坂道が多い

・遊ぶ施設が少なく、壊れている、釘がむき出し
・交流⇨あいさつが少ない。近所の人の名前と顔が
わからない

改 善 点

《みんなと交流できる町づくり》
・図書館で交流⇨開館時間の延長、地区別の紙芝居
や劇の上演

・近所で交流⇨月一回のラジオ体操、クリスマス、
ハロウィンなど季節行事を行う

・挨拶で交流⇨ポスターで呼びかけ
《お年寄りにやさしい町づくり》
・電動式自転車の貸出
・全バス停にベンチの設置
・ルートの短縮化と増便
・20回で１回無料のチケット
・段差のスロープ化
・音声信号機を増やす

問 題 点 ・ポイ捨てが多くボランティアが少ない、意識が低い
・水質が汚染し公園や緑が少ない

将 来 像

・ポイ捨てゼロ
・ごみを減らす
・水質を改善する
・生き物が生息しやすい場所になってほしい
・公園や緑を増やし市民のくつろげる場所がほしい
・マナーの高い桶川市

対　　策

・意識を高める運動
・ポイ捨て防止重点区域をつくり、学校などの団体
でボランティアを呼びかける

・ポスターなどで知らせる
・公共施設や回覧板などでPRする
・下水道を整備して生活排水の汚染を減らす
・環境保全を呼びかける
・街路樹を増やす

今の問題

・家の近くに公園がない
・ボールが飛び出して危険
・小さな子どもを連れて行けない

将 来 像

・ソーラー式の照明灯
・フリースペース、子ども専用のスペースを置く
・たくさんの遊具を設置する
・砂場近くに水道
・売店と食事が出来るスペースや木陰のあるベンチ
・使いやすいゴミ箱の設置
・遊具とボールスペースを分離し、フェンスネット
や危険な遊具にマットを敷設

自分たちに
出来ること

・ボールを使っていい場所を決める
・大きな石ははじにどける
・小さな子と離れて遊ぶ

桶川西小：平井風海、田嶋昌太、高橋里茉
加 納 小：西永三和子、松本慧、永田ののか
川田谷小：大野駿太郎、木村亜美、橘岳
桶川東小：鴨田歩夢、土屋愛莉、小池晴日
日出谷小：今田あかり、佐藤勇太、藤井雅
朝 日 小：下里颯也、佐藤里菜、齋藤好聖
桶 川 小：前島綾乃、原望、上ありす

参 加 者

（順不同、敬称略）

小さい子からお年よりまでみんなが楽しめる安心で安全な公園
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桶川市子どもフォーラム平成
25年度


